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広
島
市
中
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
三
月
二
十

二
日
、「
平
成
十
八
年
度
第
二
回
広
島
県
商
工
会
連
合
会
臨

時
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
関
係
者
ら

八
十
一
名
（
う
ち
委
任
状
出
席
十
一
名
）
が
出
席
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
加
島
会
長
は
、「
本
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
職
員
身
分
の
県
連
一
元
化
と
職
階
制
の
導
入
を
ス

タ
ー
ト
し
、
商
工
会
事
務
局
の
組
織
体
制
の
強
化
を
図
り
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
と
し
て
、
地
域
商
工

業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
主
導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
高
宮
町
商
工
会
の
熊
高
一
雄
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
議

案
か
ら
第
８
号
議
案
が
原
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
九
年
三
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回

役
員
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
、
役
員
会
の
総
意
を
も
っ
て

本
臨
時
総
会
で
審
議
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
経
緯
の
あ

る
、
第
９
号
議
案
の
「
役
員
改
選
に
係
る
申
し
合
わ
せ
に

つ
い
て
」
は
、
各
種
意
見
が
飛
び
交
う
な
か
、
慎
重
審
議

す
る
た
め
の
時
間
が
必
要
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
正
副
会
長
会
議
、
緊
急
役
員
会
（
平
成
十
九

年
四
月
二
十
三
日
開
催
）
の
審
議
を
経
て
、
来
る
通
常
総

会
（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
開
催
）
に
て
申
し
合
わ

せ
が
決
定
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り

第
１
号
議
案
　
平
成
十
八
年
度
収
支
補
正
予
算
書（
案
）承

認
の
件

第
２
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
書（
案
）及
び
収

支
予
算
書（
案
）承
認
の
件

第
３
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
県
連
合
会
会
費
賦
課
基
準

（
案
）及
び
徴
収
方
法（
案
）承
認
の
件

第
二
回 

臨
時
総
会
開
催

臨
時
総
会
開
催（
県
連
県
連
） 

「
平
成
十
九

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

年
度
事
業
計
画
な
ど 

　
　
　
　
　
　
　
　
各
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
各
議
案
を
承
認
承
認
」 

第
二
回 

臨
時
総
会
開
催（
県
連
） 

平
成
十
八
年
度 

「
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
な
ど 

　
　
　
　
　
　
　
　
各
議
案
を
承
認
」 
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第
４
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
電
子
計
算
機
処
理
手
数
料

賦
課
基
準（
案
）及
び
徴
収
方
法（
案
）承
認
の
件

第
５
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額（
案
）

及
び
借
入
先
承
認
の
件

第
６
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
等
職
員
の
給
料
表
、昇
格
、

昇
給
等
に
関
す
る
統
一
規
約
の
一
部
改
正（
案
）承
認
の

件
第
７
号
議
案
　
商
工
貯
蓄
共
済
業
務
規
約
の
一
部
改
正

（
案
）承
認
の
件

第
８
号
議
案
　
職
員
退
職
金
制
度
ポ
イ
ン
ト
制
導
入（
案
）

承
認
の
件

第
９
号
議
案
　
役
員
改
選
に
係
る
申
し
合
わ
せ
に
つ
い
て

広島県商工会 

柏
葉
産
業
部

長
、
藤
田
雄
山

広
島
県
知
事
を

は
じ
め
多
く
の

ご
来
賓
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
に
県

女
性
部
連
合
会

活
動
や
商
工
会

女
性
部
活
動
に

功
労
の
あ
っ
た

女
性
部
、
女
性
部
員
に
対
し
、
中
国
経
済
産
業

局
長
表
彰
、
広
島
県
知
事
表
彰
、
県
連
会
長
表

彰
及
び
県
女
性
連
会
長
表
彰
並
び
に
県
連
会
長

感
謝
状
及
び
県
女
性
連
会
長
感
謝
状
の
授
与
式

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
美
土
里
町
商

工
会
女
性
部
の
大
道
和
子
部
長
が
受
賞
を
機
に

更
な
る
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
誓
い
謝
辞
を

述
べ
た
。

第
三
部
は
藤
田
雄
山
広
島
県
知
事
を
は
じ
め

多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
南
一
誠
さ
ん

か
ら
四
十
周
年
を
記
念
し
た
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー

キ
や
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
さ
な
が
ら
ミ

ニ
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
様
相
で
終
始
和
や
か
に

記
念
大
会
を
終
え
た
。

井
上
県
女
性
連
会
長
は
、
先
人
と
部
員
み
ん

な
の
力
で
四
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
活
動
を
継

続
し
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ま
で
に
培
っ
た
団
結
力
、
行
動
力
を
広
域
化
す

る
地
域
の
中
で
い
か
ん
な
く
発
揮
し
地
域
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会
、
商
工
会
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
女
性
部
に
な
る
よ
う
新
た
な
出
発

点
と
し
た
い
と
決
意
を
述
べ
た
。

県
青
連
（
長
澤
宏

昭
会
長
）
で
は
、
去

る
三
月
十
六
日
f
福

山
市
の
ホ
テ
ル
で
臨

時
総
会
と
研
修
会
を

開
催
し
た
。

臨
時
総
会
の
前
に
行
っ
た
研
修
会
で
は
地
元

福
山
市
の
株
式
会
社
ラ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
の

山
田
哲
矢
氏
を
招
き
「
道
（
事
業
）
は
選
ぶ
も

の
で
は
な
く
歩
む
も
の
」
と
題
し
自
ら
の
起
業

経
験
と
特
許
や
Ｉ
Ｓ
О
及
び
広
島
県
経
営
革
新

支
援
法
を
独
自
で
取
得
し
た
経
緯
な
ど
解
り
や

す
く
講
演
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
の
研
修
会
で

は
県
連
木
之
下
専
務
理
事
に
、
商
工
会
の
置

か
れ
た
立
場
と
こ
れ
か
ら
す
べ
き
こ
と
を
「
商

工
会
の
生
き
残
り
と
青
年
部
の
役
割
」
と
題
し

説
明
を
い
た
だ
い
た
。
広
島
県
こ
ど
も
夢
プ
ラ

ン
推
進
室
か
ら
は
「
子
育
て
応
援
隊
イ
ク
ち
ゃ

ん
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
と
題
し
本
年
度
広
島

県
商
工
会
連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
経
済

団
体
で
組
織
す
る

「
こ
ど
も
未
来
づ

く
り
・
広
島
応
援

隊
」
に
つ
い
て
青

年
部
と
し
て
協
力

い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
と
説
明
が
さ

れ
た
。

続
い
て
出
席
者

昭
和
四
十
二
年
三
月
に
県
内
十
五
の
商
工
会

女
性
部
で
広
島
県
商
工
会
婦
人
部
連
合
会
が
結

成
さ
れ
て
以
来
四
十
周
年
を
迎
え
た
広
島
県
商

工
会
女
性
部
連
合
会
は
一
月
二
十
三
日
c
に
広

島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
県
下
の
商
工
会
女

性
部
員
を
は
じ
め
女
性
部
関
係
者
約
四
百
名
の

参
加
を
得
て
記
念
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

記
念
大
会
は
第
一
部
と
し
て
、
平
成
十
八
年

度
広
島
県
商
工
会
女
性
部
第
三
回
研
修
会
を
開

催
し
、
中
小
企
業
診
断
士
藤
田
悠
久
雄
先
生
に

「
繁
盛
企
業
づ
く
り
と

女
性
の
役
割
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

第
二
部
の
広
島
県
商

工
会
女
性
部
組
織
化
四

十
周
年
記
念
大
会
に

は
、
中
国
経
済
産
業
局

県
青
連 

開
催 



会
（
四
十
周
年
記
念
大
会
）
が
約
五
千
名
の
出

席
者
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
の
甘
利
明
氏
、

内
閣
官
房
副
長
官
の
鈴
木
政
二
氏
、
自
由
民
主

党
幹
事
長
の
中
川
秀
直
氏
、
経
済
産
業
大
臣
政

務
官
の
松
山
政
司
氏
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

よ
る
祝
辞
に
よ
り
大
会
が
始
ま
っ
た
。

初
日
に
は
全
国
部
長
会
議
を
開
催
し
、
全
国

青
年
部
長
に
よ
る
意
見
表
明
・
決
議
が
行
わ

れ
、
続
く
四
十
周
年
記
念
表
彰
授
与
式
で
は
、

中
小
企
業
長
官
表
彰
・
全
国
商
工
会
連
合
会
会

長
表
彰
・
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
表

彰
が
行
わ
れ
、
広
島
県
大
野
町
商
工
会
の
田
畠

義
勝
部
長
が
中
小
企
業
長
官
表
彰
の
全
国
受
賞

者
を
代
表
し
て
壇
上
に
立
っ
た
。

そ
し
て
主
張
発
表
大
会
全
国
大
会
で
は
、
六

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
に
よ
る
熱
意
あ
る
発
表
が

さ
れ
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
志
村
光
彦
氏
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。

基
調
講
演
会
で
は
、
歌
手
の
松
山
千
春
氏
が

登
場
し
場
内
が
一
斉
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

と
な
っ
た
。
松
山
氏
の
話
は
商
工
会
地
域
で
商

売
を
営
む
青
年
部
員
に
と
っ
て
、
非
常
に
や
る

気
と
元
気
を
与
え
る
話
で
あ
り
、
最
後
に
青
年

部
員
に
「
大
空
と
大
地
の
中
で
」
の
唄
を
贈
ら

れ
た
。

二
日
目
に
は
全

青
連
委
員
会
報
告

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
幕
を
閉
じ

た
。全

国
大
会
終
了

後
約
千
名
の
青
年
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　昨今、こども達に対する事件や事故が多発する中、「こどもを持つ親の
世代として何かできないか」ということで本年度青年部創立40周年とい
う節目の年に、全国一斉に「こども見守り隊」事業を２月５日より県内
商工会地域において開始している。（334号掲載） 
　そこで全国一斉に防犯事業を開始するにあたり２月５日（月）県庁前に
て出陣式を実施し、県内地域へ大々的にＰＲし、商工会地域の方々に事
業の理解をいただくとともに、部員の更なる一致団結を図りたいと県青
連長澤会長が当日訪れた多くの報道陣を前に説明した。 
　出陣式では、広島県商工労働部経営支援室の寺田美志雄室長立会いの下、
長澤会長が「宣言文」を読み上げ、
「不審者の通報やこども達の保護、
交通マナーの向上に向け見本と
なるよう頑張ります」と宣言した。 
　こども見守り隊のステッカー
装着車両を見かけたら応援して
ください。 

去
る
二
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
に
東
京
都

日
本
武
道
館
に
お
い
て
商
工
会
青
年
部
全
国
大

準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件
、

第
４
号
議
案
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
規

程
の
一
部
改
正
の
件
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
原
案

ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

八
十
名
（
内
委
任
状
出
席
三
十
六
名
）
の
も
と

平
成
十
八
年
度
の
臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

長
澤
会
長
は
、
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
「
平
成

十
九
年
は
青
年
部
の
団
結
力
を
示
す
年
度
で
あ

る
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

臨
時
総
会
に
は
来
賓
と
し
て
県
連
の
羽
場
副

会
長
と
県
連
木
之
下
専
務
理
事
並
び
に
県
青
連

後
藤
顧
問
が
臨
席
、
祝
辞
に
引
き
続
き
、
第
１

号
議
案
平
成
十
八
年
度
収
支
更
正
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件
、
第
２
号
議
案
平
成
十
九
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認
の

件
、
第
３
号
議
案
平
成
十
九
年
度
会
費
賦
課
基

商
工
会
青
年
部

商
工
会
青
年
部 

全  

国  

大  

会 

商
工
会
青
年
部

商
工
会
青
年
部 

全  

国  

大  

会 

商
工
会
青
年
部 

全  

国  

大  

会 
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部
員
が
頭
に
鉢
巻

を
し
て
、
赤
坂
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
か

ら
自
民
党
本
部
や

国
会
へ
行
進
し
そ

れ
ぞ
れ
の
前
で

「
我
々
は
地
域
を

守
る
ぞ
〜
！
」
な

ど
数
種
類
の
掛
け
声
の
も
と
、
商
工
会
青
年
部

の
責
任
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
参
加
し
た
青
年
部
員
か
ら
は
、「
全
国

の
青
年
部
員
が
長
蛇
の
列
で
東
京
の
道
路
を
占

有
し
自
分
達
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
の
が
爽
快
で

あ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
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海外旅行・チャーター商品　082-542-2715
教 育 旅 行　　　　　　082-542-2721

店頭営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　（土曜・日曜・祝日休み） 

便利でお得！ 2007年度  広島空港発着  オリジナル  春からのチャーター商品スケジュール！ 

2007年5月2日（水）～5月5日（土・祝） あったかグアム

JTB中国四国　広島支店  法人営業部 

4日間

2007年7月11日（水）～7月18日（水） スイスドイツ
ロマンティック街道 8日間

2007年5月3日（木・祝）～5月6日（日） ゴールデンウィーク香港 4日間

2007年4月28日（土）・29日（日）発・5月2日（水）・3日（木・祝）発 ゴールデンウィーク台湾 4日間

こ
と
、
第
四
に

能
美
島
の
黒
鯛
シ
リ
ー
ズ

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
シ
リ
ー
ズ
全
商
品

に
統
一
感
を
持
た
せ
た
こ
と
で
広
島
能
美
島
産

の
黒
鯛
と
し
て
全
国
に
向
け
た
販
売
展
開
を
行

え
る
よ
う
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
に
も
黒
鯛
を
加
工
品
に
し
た
こ

と
で
通
年
販
売
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
本
事
業
の
目
的
で
あ
る
広
島
湾

を
中
心
と
し
た
漁
協
関
係
者
及
び
関
連
事
業
者

の
収
益
拡
大
や
人
材
育
成
、
雇
用
の
創
出
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
今
後

能

美
島
の
黒
鯛
シ
リ
ー
ズ

を
販
売
し
て
い
く
こ

と
で
、
お
好
み
焼
き
や
も
み
じ
饅
頭
に
続
く
広

島
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
の
知
名
度
を
高
め

る
と
と
も
に
、

簡
単
に
調
理

可
能
な
商
品

ば
か
り
な
の

で
「
魚
離
れ
」

の
解
消
へ
も

結
び
付
く
と

考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
成
果
を
残
し
た
反
面
、
当
初
計
画

よ
り
も
高
く
な
っ
た
製
造
原
価
や
卸
売
業
者
を

介
入
さ
せ
る
と
流
通
コ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
た

め
、
卸
売
業
者
を
介
入
さ
せ
ず
、
製
造
業
者
が

直
接
商
談
を
行
う
た
め
、
販
路
が
限
ら
れ
る
な

ど
、
幾
つ
か
の
課
題
も
残
し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
以
降
は
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

と

能
美
島
の
黒
鯛
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
継
続

し
て
新
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
広
島
能
美
島

産
黒
鯛
を
活
用
し
、
広
島
県
経
済
の
活
性
化
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

〝

〝

〞

〝
〞

〝

本
会
で
は
、
お
好
み

焼
き
、
も
み
じ
饅
頭
に
続

け
！
広
島
名
産
　
極
上
の

広
島
黒
鯛

を
テ
ー
マ
に
、

広
島
県
が
年
間
五
百
五
十

ト
ン
を
超
え
日
本
一
の
漁

獲
量
を
誇
る
黒
鯛
を
使
用

し
、「
下
ご
し
ら
え
要
ら

ず
」
を
テ
ー
マ
に
新
た
な

特
産
品
を
開
発
し
、
深
刻

な
問
題
で
あ
る「
魚
離
れ
」

を
解
消
し
、
黒
鯛
を
通
じ

て
広
島
湾
沿
岸
地
域
の
漁

業
関
係
者
や
水
産
加
工
業

者
、
小
売
業
者
、
飲
食
業

者
等
の
加
工
技
術
の
向
上

及
び
収
益
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
雇
用
や
地
域
に

お
け
る
新
た
な
産
業
を
創

〞

〝

出
す
る
こ
と
で
、
広
島
県
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
度
「
小
規
模
事
業
者

新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業
（
地
域
資
源
∞
全

国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
を
実
施
し
た
。

本
事
業
で
は
、
本
会
が
管
理
運
営
し
て
い
る

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
で
の
販
売
実
績
や
ノ

ウ
ハ
ウ
と
広
島
湾
沿
岸
地
域
の
小
規
模
事
業
者

の
持
つ
加
工
技
術
を
掛
け
合
わ
せ
、
広
島
県
が

日
本
一
の
漁
獲
量
を
誇
り
安
定
的
な
原
材
料
の

確
保
が
可
能
な
広
島
黒
鯛
を
原
材
料
に
使
用

し
、

能
美
島
の
黒
鯛
シ
リ
ー
ズ

と
し
て

「
黒
鯛
め
し
の
素
」「
黒
鯛
お
茶
漬
」「
黒
鯛
み

そ
」
の
三
品
を
開
発
し
た
。
ま
た
、
保
存
技
術

の
面
で
は
広
島
県
立
食
品
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
協
力
に
よ
り
、
シ
リ
ー
ズ
全
品
を
常
温
で
保

存
で
き
る
よ
う
に
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
成
果
》

広
島
県
が
漁
獲
量
全
国
一
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
注
目
を
浴
び
る
こ
と
の
無
か
っ
た
黒

鯛
を

能
美
島
の
黒
鯛
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
商

品
化
し
、
完
成
に
合
わ
せ
た
広
報
展
開
を
行
い
、

展
示
商
談
会
へ
出
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
広
島

能
美
島
産
黒
鯛
へ
の
関
心
、
認
知
度
は
、
本
事

業
に
取
り
組
む
以
前
と
比
較
し
て
上
が
っ
た
。

ま
た
、
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
得
ら
れ
た
具

体
的
な
成
果
と
し
て
は
、
第
一
に
簡
単
調
理
可

能
な

能
美
島
の
黒
鯛
シ
リ
ー
ズ

と
し
て

三
品
が
完
成
し
た
こ
と
、
第
二
に
開
発
に
携

わ
っ
た
参
画
事
業
者
の
加
工
技
術
の
向
上
と
食

品
の
流
通
保
全
に
お
け
る
保
存
方
法
及
び
技
術

を
習
得
し
た
こ
と
、
第
三
に
本
事
業
取
り
組
み

と
は
別
に
広
島
県
内
で
黒
鯛
を
使
っ
た
商
品
を

開
発
し
、
販
売
を
開
始
し
た
業
者
が
出
現
し
た

〞

〝

〞

〝

〞

〝

平成18年度小規模事業者新事業全国展開支援事業（地域資源∞全国展開プロジェクト） 
のう      み      じま くろ　　　  だい 
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（
上
角
氏
）、「
農
園
商
品
の
具
体
的
な
売
り
方
な
ど
、

新
た
な
方
向
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
」（
沖

氏
）
な
ど
と
、
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー

の
支
援
制
度
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、「
低
融
資
制
度
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
所
有

不
動
産
の
担
保
評
価
が
低
く
見
積
も
ら
れ
、
思
い

ど
お
り
の
融
資
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
」（
上
角

氏
）、「
経
営
革
新
を
す
す
め
る
商
工
会
と
金
融
機

関
の
間
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
る
と
感
じ
た
」（
井

上
氏
）
な
ど
と
、
企
業
側
の
解
釈
と
現
実
が
大
き

く
ず
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
声
も
。
パ
ネ
リ

ス
ト
ら
が
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
に
対

し
て
、「
計
画
立
案
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
検
証

ま
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
」「
金
融
機

関
も
交
え
た
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
注
文
を
出
す
場
面
も
あ
っ
た
。
目
標
計

画
に
即
し
た
事
業
運
営
を
行
い
な
が
ら
も
、
売
り

上
げ
が
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
の
が
各
社
の
実
情

の
よ
う
で
、「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
新
た

な
法
制
度
に
よ
っ
て
追
加
投
資
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

新
規
事
業
の
展
開
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
」（
井
上
氏
）
な
ど
と
、
承
認
後
も
経
営
革
新
計

画
の
日
常
的
な
見
直
し
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

い
っ
た
意
見
も
。
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
は
、
経
営
革
新

の
承
認
を
得
た
ら

す
べ
て
が
経
営
状

況
の
好
転
に
結
び

つ
く
わ
け
で
は
な

い
と
説
明
し
、
参

加
者
の
気
を
引
き

締
め
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
締
め
く

く
っ
た
。

県
連
東
部
支
所
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、
去
る
二
月
七
日
d

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
福
山
に

お
い
て
五
十
二
名
の
参
加

を
得
て
「
経
営
革
新
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
福
山
」
を
開
催

し
、
当
日
は
経
営
革
新
の

認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
や
経
営
革
新
に
関

心
の
あ
る
事
業
者
、
関
係
支
援
機
関
、
中

小
企
業
診
断
士
、
そ
し
て
商
工
会
経
営
指

導
員
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
岡
本
泰
之

中
小
企
業
診
断
士
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
経

営
革
新
の
認
定
を
受
け
ら
れ
積
極
的
な
事
業
展
開
を
さ

れ
て
い
る
三
名
の
方
と
中
小
企
業
診
断
士
一
名
の
四
名

を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
経
営
革
新
へ
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
た
経
緯
や
、
経
営
革
新
の
認
定
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
事
業
経
営
へ
ど
の
よ
う
な
効
果
が
表
れ
た
か
、
ま

た
今
後
の
課
題
、
そ
し
て
商
工
会
や
支
援
機
関
に
期
待

す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
一
分
間
の
自
己
紹
介
、

続
い
て
事
業
所
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
交

流
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
限
ら
れ
た
時
間
内
で
積
極

的
に
名
刺
交
換
を
し
た
り
、
経
営
へ
の
熱
い
や
想
い
、

夢
な
ど
を
語
り
あ
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
。

「
来
年
は
、
是
非
パ
ネ
ラ
ー
を
や
り
た
い
」
と
か
「
参
加

し
て
良
か
っ
た
」
等
の
意
見
が
多
か
っ
た
反
面
、
支
援

機
関
へ
の
厳
し
い
注
文
や
商

工
会
か
ら
の
適
確
な
情
報
提

供
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
要
望
な

ど
厳
し
い
意
見
も
あ
っ
た
。

今
後
と
も
一
層
使
命
感
を
持

ち
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
て
地
域
や
会
員
さ
ん
方
に

支
持
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
革
新
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
県
連
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
） 
経
営
革
新
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
県
連
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

2007年2月15日 

経
営
革
新
計
画
の
承
認
を
受
け
た
経
営
者
ら
が
、
取
り
組
み
の
経
緯
や
現
状
な
ど
を
説
明 

新
し
い
事
業
活
動
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
中
小

企
業
者
に
情
報
支
援
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
、
本
県
連
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
経
営
革

新
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
二
月
七
日
と
九
日
に
、
そ

れ
ぞ
れ
福
山
会
場
（
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
福
山
）
と

広
島
会
場
（
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
広
島
）
で
開
か

れ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
経
営
革
新
に
至

る
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
な
ど
に
つ
い

て
、
成
功
者
の
体
験
談
を
通
じ
て
学
ん
で
も
ら
い
、

参
加
事
業
者
の
経
営
力
の
向
上
、
経
営
革
新
に
対

す
る
意
欲
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
。
さ
ら
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業
な
ど
を
活
用

し
た
経
営
革
新
を
促
進
さ
せ
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
広
島
会
場
で
九
日

に
開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
県
立
広
島
大

学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
野
原
健
一
セ
ン
タ
ー
長

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
㈱
ウ
エ
カ
ド
代

表
取
締
役
の
上
角
善
之
氏
（
海
田
町
商
工
会
）、
㈲

ヒ
ノ
カ
ワ
自
動
車
代
表
取
締
役
の
井
上
隆
幸
氏

（
八
千
代
町
商
工
会
）、
㈲
ト
ム
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム

代
表
取
締
役
の
沖
正
文
氏
（
豊
栄
町
商
工
会
）
ら

三
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
経

営
革
新
の
取
り
組
み
の
経
緯
や
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
報
告
し
、
現
状
、
要
望
な
ど
を
発
表
。
県

内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
、
経
営
革
新
に
取
り
組
も

う
と
す
る
約
四
十
人
の
中
小
企
業
者
ら
が
熱
心
に

聴
講
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
パ
ネ
リ
ス
ト
ら
は
、

経
営
革
新
の
承
認
に
向
け
た
取
り
組
み
の
な
か
で
、

経
営
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
制
度
が
大
い
に

役
立
っ
た
と
回
答
。
専
門
家
の
助
言
に
よ
っ
て
、

「
決
算
書
の
作
成
な
ど
を
計
画
的
に
実
践
で
き
た

り
、
適
正
な
財
務
管
理
の
取
り
組
み
が
行
え
た
」

経営革新に取り組もうとする中小企業経営者、金
融機関の関係者らを集めて開かれたシンポジウム
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不要!!

工事台帳
 

にも 
対応 

本
会
で
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
全
国
に
先
駆

け
て
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
（
商
工
会
推
奨
会
計
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
る
自
計
化
（
事
業
者
自
ら
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
経
理
を
行
う
こ
と
）
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
で
自
計
処
理
を
実
施
し
て
い
る
事

業
者
は
百
三
十
社
を
超
え
、
前
年
度
比
二
百
％
の

ペ
ー
ス
で
利
用
者
が
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
、
自
計
化
推
進
に
注
目
す
る
県
連

が
増
加
し
て
お
り
、平
成
十
八
年
度
は
二
十
県
連
、

平
成
十
九
年
度
に
は
二
十
六
県
連
が
取
り
組
み
を

予
定
し
て
お
り
、
全
国
的
に
大
き
な
流
れ
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会
に

お
い
て
も
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
推
進
を
強
力
に
支

援
す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
度
の
最
重
点
事
業
と

し
て
自
計
化
の
推
進
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

自
計
化
で
は
、
記
帳
代
行
に
比
べ
経
費
削
減
が

図
れ
る
ほ
か
、自
社
の
経
営
状
況
の
迅
速
な
把
握
、

機
敏
な
経
営
判
断
へ
の
活
用
な
ど
利
用
事
業
者
に

と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
小
規
模
事
業
所
に
お
い
て
は
、
導
入

作
業
の
負
担
や
操
作
の
不
安
な
ど
か
ら
自
計
化
へ

の
取
り
組
み
を
た
め
ら
っ
た
り
、
市
販
の
会
計
シ

ス
テ
ム
を
独
自
に
導
入
し
た
も
の
の
十
分
活
用
で

き
ず
に
途
中
で
断
念
し
た
と
い
う
事
例
も
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

商
工
会
が
推
奨
す
る
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
で
あ
れ

ば
、
初
期
導
入
の
繁
雑
な
作
業
は
商
工
会
が
代
行

し
、
運
用
操
作
や
決
算
申
告
に
つ
い
て
も
丁
寧
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、
安
心
し
て
自
計
化
に
取

り
組
み
、
十
分
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
利
用
事
業
者
の
方
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

商
工
会
連
合
会
で
は
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
加

入
促
進
へ
の
取

り
組
み
と
し

て
、
平
成
十
八

年
度
も
「
商
工

貯
蓄
共
済
提
案

公
募
型
加
入
促

進
事
業
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、

組
織
を
上
げ
て

積
極
的
に
加
入

促
進
に
取
組
む

も
の
で
、
四
年

前
か
ら
実
施
し
、
本
年
度
は
二
〇
箇
所
を
モ
デ
ル

商
工
会
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
指
定
商
工
会
は

平
成
十
八
年
八
月
〜
平
成
十
九
年
二
月
ま
で
の

間
、
い
ず
れ
か
の
月
を
加
入
促
進
強
化
月
間
と
し

て
設
定
し
、
目
標
口
数
を
定
め
加
入
推
進
を
図
る

も
の
で
す
。

本
年
度
の
実
績
は
、
モ
デ
ル
商
工
会
数：

二
〇

商
工
会
、
加
入
目
標
口
数：

一
〇
四
〇
口
、
加
入

口
数
実
績：

二
〇
〇
九
口
と
全
体
目
標
達
成
率
一

九
三
％
の
実
績
を
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

で
も
安
芸
津
町
商
工
会
は
一
〇
〇
口
の
目
標
に
対

し
、
加
入
実
績
四
〇
二
口
と
達
成
率
四
〇
二
％
の

驚
異
的
な
実
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
目

標
口
数
に
対
し
達
成
率
三
〇
〇
％
以
上
二
箇
所
、

二
〇
〇
％
以
上
四
箇
所
、
一
〇
〇
％
以
上
十
四
箇

所
で
あ
り
、
指
定
の
全
商
工
会
で
目
標
口
数
を
達

成
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
も
本
事
業
に
つ
い
て

は
、
地
域
商
工
業
の
福
利
厚
生
充
実
の
一
環
と
し

て
、
ま
た
、
商
工
会
の
自
己
財
源
の
一
助
と
し
て

の
継
続
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
本
事
業
加
入
実
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

平
成
十
九
年

度
は
、
さ
ら
な

る
自
計
化
の
普

及
推
進
の
た

め
、
県
連
に
自

計
化
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設

し
、
全
商
工
会

地
域
に
お
い
て

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記

帳
の
利
用
サ

ポ
ー
ト
を
提
供

し
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
で
は
、
記
帳

専
任
職
員
を
は
じ
め
記
帳
担
当
職
員
が
一
定
の
自

計
化
推
進
目
標
を
掲
げ
て
、
自
計
化
の
推
進
に
当

た
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
に
よ
る 

　
　
自
計
化
の
推
進
に
つ
い
て 

「
商
工
貯
蓄
共
済
提
案
公
募
型 

　
　
　
加
入
促
進
事
業
」
の
実
施 

「
商
工
貯
蓄
共
済
提
案
公
募
型 

　
　
　
加
入
促
進
事
業
」
の
実
施 

加入実績口数一覧表 

商工会名 

大 柿 町  

向 原 町  

吉 田 町  

沼 田 町  

蒲 刈 町  

江田島町 

瀬戸田町 

本 郷 町  

川 尻 町  

安芸津町 

河 内 町  

豊 栄 町  

福 富 町  

沼隈内海 

向 東 町  

神石高原 

上 下 町  

口 和 町  

比 和 町  

高 野 町  

計 

実施月 

H18．11 

H18．11 

H18．10 

H18．  9 

H19．  1 

H18．  8 

H18．11 

H18．  9 

H18．10 

H18．10 

H18．10 

H18．11 

H18．11 

H19．  2 

H18．  9 

H18．10 

H19．  1 

H18．11 

H18．12 

H18．11 

20箇所 

30 

80 

50 

40 

30 

100 

80 

100 

40 

100 

40 

80 

30 

30 

40 

50 

30 

30 

30 

30 

1040口 

目標口数 

52 

183 

55 

53 

30 

253 

85 

206 

75 

402 

63 

117 

31 

113 

43 

82 

62 

30 

37 

37 

2009口 

加入実績口数 

173％ 

229％ 

110％ 

133％ 

100％ 

253％ 

106％ 

206％ 

188％ 

402％ 

158％ 

146％ 

103％ 

377％ 

108％ 

164％ 

207％ 

100％ 

123％ 

123％ 

193％ 

達 成 率  
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詳しくは商工会へお問い合わせ下さい。 

こんな時でも安心。 

掛金・共済金は、年齢・性別 
・職種に関係なく一律！ 

充実した入院・通院補償！ 

手術にも手厚い補償！ 

国内外・24時間フルカバー！ 

１日あたり約67円 
（A・Bタイプ）でビッグな補償 
とワイドな内容を実現！ 

疾病による継続した 
30日以上の入院の場合は入院 
見舞金が支払われます。 
（A・Cタイプのみ） 

　保護観察を受けている人、刑務所や少年院を出た人などを雇
用し、その立ち直りを助ける「協力雇用主」を募集しています。 
　下記の事項に協力可能な事業者の方は、ぜひ、協力雇用主と
して保護観察所にご登録をお願いします。 
 
○　事業所見学会の受け入れ 
　　就労への意欲を引き出すため、実際の職場等を見学させて
いただきます。 
○　職場体験講習の受け入れ 
　　就業への自信をつけるため、 5日～1か月程度、実際の業
務を体験させていただき、講習委託費（最大24,000円）を
お支払いします。 
○　雇　　用 
　　雇用に当たって、どんな人か心配…というときは、 3か月
以内の試用雇用（トライアル雇用）をし、月額5万円のトラ
イアル雇用奨励金（平成19年4月1日以降は、月額4万円に
なる見込み）を受け取れます。また、身元保証人がいない本
人が雇用者に業務上の損害を与えた場合、100万円を限度と
して見舞金が支払われる身元保証制度も利用できます。 
 
※　雇用保険等社会保険に加入していない事業者については、
講習委託費、トライアル雇用奨励金の支給を受けることはで
きません。 

お問い 
合わせ先 

広島市中区上八丁堀2-15　広島保護観察所　保護課 
電話082－221－4603 
（法務省ホームページhttp://www.moj.go.jp/に 
　　　　　全国の保護観察所一覧を掲載しています。） 

中小企業等総合相談会の開催について 
　新市場、成長分野へ果敢にチャレンジする活力ある中小企業等
を育成、支援するため、平成19年度の中小企業施策・制度の説明
会及び個別相談会を実施する。 

　県内の中小企業及び関係団体 

１　開催日時及び場所 

２　対象企業 

盧　説明会（午後１時30分～３時） 
　　○　平成19年度国・県の中小企業関係支援施策 
　　○　県・市等の各種融資制度 
　　○　就業・人材育成に関する助成措置　など 
盪　個別相談会（午後３時15分～５時） 
　　金融相談をはじめ、経営、労務、技術など部門別に、関係機
　関の職員が個別の相談に応じる。 

３　実施内容 

盧　主催者 
　　広島県、広島市、福山市 
　　譛ひろしま産業振興機構、譛広島市産業振興センター 
　　広島県商工会議所連合会、広島県商工会連合会、広島県中小
企業団体中央会、中小企業・ベンチャー総合支援センター中
国、 雇用･能力開　発機構広島センター、広島商工会議所、
福山商工会議所 

盪　協力機関 
　　国・地方公共団体（市・町）、その他関係機関 
　　政府系金融機関、広島県信用保証協会 

４　実施機関（予定） 

会　　場 

広島会場 
平成19年５月22日貂 
　午後１時30分～５時 

広島県情報プラザ 
（広島市中区千田町3－7－47） 

福山会場 
平成19年５月25日貊 
　午後１時30分～５時 

福山商工会議所 
（福山市西町2－10－1） 

開　催　日　時 開　催　場　所 
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▼
福
山
あ
し
な
商
工
会
開
所
式

〔
福
山
あ
し
な
商
工
会（
旧
新
市
商
工
会
）〕

平
成
十
九
年
四
月
二
日
b

▼
県
連
事
業
説
明
会

〔
メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
〕

平
成
十
九
年
四
月
十
二
日
e

▼
元
気
ま
る
ご
と
広
島
県
フ
ェ
ア
in
ふ
く
ふ
く

〔
福
山
市
ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
ふ
く
ふ
く
〕

平
成
十
九
年
四
月
二
十
五
日
d
〜
四
月
三
十
日
b

▼
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会

〔
広
島
国
際
会
議
場
〕

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
e

▼
広
島
県
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
合
同
研
修
会

〔
広
島
国
際
会
議
場
〕

平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
e

▼
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
通
常
総
会
　

〔
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
〕

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日
f

▼
広
島
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
　
　

〔
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
〕

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
f

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程

行

事

日

程

広島県と委託・役務業務の取引を希望される方へ
　県が発注する委託・役務業務（建設工事、測量・建設コンサルタント等業務、物品の売買、修理及び借入れを除く。）
の競争入札・随意契約に参加を希望する事業者の方は、事前に競争入札参加資格の審査及び認定が必要です。 
　この資格審査申請の追加受付を次のとおり行います。 
　資格審査を希望される方は、県庁財産管理室で所定の申請書を入手するなどして必ず受付期間内に申請してください。 
　なお、既にこの資格の認定を受けている方が、業種の追加を行う場合も、今回申請する必要があります。 

平成19年４月２日 ～平成19年５月15日 （土、日、祝日を除く） 
※　郵送等又は電子申請による場合は、５月10日貅までに必着 
資格の認定日から平成20年12月31日まで 
　４月20日までに受付が終了したもの　⇒　５月15日認定予定 
　４月23日以降に受付が終了したもの　⇒　６月15日認定予定 
※　受付終了後、審査を行い、内容等に不備があれば、認定しない場合があります。 
県庁財産管理室で配布するほか、郵送による請求及び県ホームページからダウンロードすることもできます。 
※　郵送希望の場合は、200円切手を貼った返信用封筒（角型２号封筒）を同封してください。 
受付場所に持参のほか、郵送等、電子申請でも受け付けます。 
※　電子申請の手続は、県ホームページをご覧ください。 
県庁財産管理室（〒730－8511広島市中区基町10－52　県庁舎本館３階） 
盧　競争入札参加資格審査申請書（委託・役務業務）等【指定様式】 
盪　登記事項証明書（法人）又は市区町村長が発行する身分証明書（個人）※写し可 
蘯　財務諸表（直前決算年分）の写し 
盻　印鑑証明書　※写し可 
眈　広島県税の納税証明書　※写し可 
眇　消費税及び地方消費税の納税証明書（その３、３の２、３の３のいずれか）※写し可 
眄　営業許可証等の写し（必要な場合のみ。） 
眩　委　任　状　※写し不可 
眤　返信用封筒　※80円切手を貼ったもの 
    〈注〉各証明書等は、３か月以内に発行されたものに限る。 

1 受 付 期 間 

2 有 効 期 間 

3 申請書配布方法 

4 申 請 方 法 

5 受 付 場 所 
6 提 出 書 類 

詳しいことは、県ホームページ【http://www.pref.hiroshima.jp/】をご覧いただくか、 
県庁財産管理室（電話082－513－2315 ダイヤルイン）へお尋ねください。 

広島県商工会青年部・女性部連合会 
合同研修会のご案内 

広島県商工会連合会・広島県商工会青年部連合会・ 
広島県商工会女性部連合会 

日　　時　平成19年４月26日貅　14：30から 

場　　所　広島県国際会議場（ひまわり） 

講　　師　フリーアナウンサー（元RCC）上野　隆紘 

　　　　　全国商工会連合会常務理事　　桑原　　元 

　　　　　全国商工会青年部連合会会長　大高　　衛 

募集人数　500名（青年部250名・女性部250名） 

申込方法　各商工会へお申し込みください。 


